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一般国道 三重県
事業名 事業 事業

一般国道１６６号 田引バイパス
た び き

区分 主体

起終点 ：三重県松阪市飯 高 町地の添 延長自
まつさか いいたかちょう ち せ

５．０km至：三重県松阪市飯 高 町田引
まつさか いいたかちょうた び き

事業概要

一般国道１６６号は、大阪府羽曳野市を起点とし、三重県松阪市に至る延長約１１４ｋｍの幹線道路で
おおさか は び き の み え まつさか

す。田引バイパスは、現国道１６６号の幅員狭小の未改良区間を解消し、安全で円滑な交通を確保を目的

とした、延長５．０ｋｍ、２車線道路の計画です。

Ｈ６年度事業化 都市計画決定 なし Ｈ６年度用地着手 Ｈ６年度工事着手

全体事業費 ７７億円 事業進捗率 ８５％ 供用済延長 ３．１km

計画交通量 ３，５００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 14 / 94 億円 143 / 143 億円 平成２０年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：141 / 141億円１．５ 事 業 費： 9.9/90

億円 走行経費減少便益： 2.9/ 2.9億円(残事業) 維持管理費： 4.3/4.3

交通事故減少便益：-1.3/-1.3億円１０．０

事業の効果等

・地域ネットワークの構築…大型車すれ違い困難区間の解消

・安全で安心できるくらしの確保…二次医療施設へのアクセス向上 他５項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

、 （ ． ）一般国道１６６号整備促進期成同盟会が結成されており 当該事業の早期完成を強く要望 Ｈ２０ ９

されています。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

平成１７年１月１日に、松阪市・嬉野町・三雲町・飯南町・飯高町の５市町が合併し、新「松阪市」が

発足しました。また、平成１６年３月２４日には、直轄事業として、高見峠事業の１８．１ｋｍが全区間

完成供用され、関西圏との更なる交流促進も期待されています。

事業の進捗状況、残事業の内容等

これまでに８５％の進捗が図られており、田引工区は用地取得が完了しています。残事業は、延長１．

９／５．０ｋｍ、橋梁３／８基となっています。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

． 、 ． 、平成２０年度までに３ １ｋｍが供用されており 平成２１年度中には更に０ ８ｋｍの供用を開始し

。 。田引工区の全区間供用を予定しています 平成２０年代半ばの全線供用に向け事業を推進してまいります

施設の構造や工法の変更等

地域の実情にあった道路構造を採用し、工事未着手区間において歩道の幅員の見直しを行い、約２億円

のコスト縮減を図りました。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられます。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


